
資料２ 

令和６年度 児童・生徒数推計及び想定値について 

※審議会後一部訂正あり（波線部） 

１．流山小学校（３９学級）ピーク Ｒ６・７ 

令和７年度 １０８５人 県基準３９学級（３３＋６） 

令和８年度 １０６０人 県基準３８学級（３２＋６） 

→対応：次年度以降の推移を探り、対応が必要かどうか検討する。 

 

２．八木南小学校（２５教室）ピーク まだ先 

令和 ９年度 ５５５人 県基準２３学級（１８＋５） 

令和１０年度 ７１１人 県基準２８学級（２２＋６） 

令和１１年度 ９１３人 県基準３５学級（２７＋８） 

→対応：昨年度の推計値より下回っているため、次年度以降の推移を探り、校舎増設の時期

を検討する。 

 

３．八木北小学校（４７教室）ピーク Ｒ９ 

令和 ８年度 １３０８人 県基準４７学級（３９＋８） 

令和 ９年度 １３２７人 県基準４８学級（４０＋８） 

令和１０年度 １３０４人 県基準４７学級（３９＋８） 

→対応：令和９年度は特支教室を分けて使用する。 

 

４．鰭ケ崎小学校（２８教室）ピーク Ｒ８から横ばい 

令和 ７年度 ７１９人 県基準２８学級（２３＋５） 

令和 ８年度 ７４６人 県基準２９学級（２４＋５） 

令和 ９年度 ７６３人 県基準２９学級（２４＋５） 

令和１０年度 ７５９人 県基準２９学級（２４＋５） 

令和１１年度 ７８２人 県基準２９学級（２４＋５） 

→対応：令和７年度、旧パソコン室と教具室を通常教室として整備することで、２４＋５学 

級に対応可能になる。３０学級以上になる場合は、改修などの検討が必要である。 

 

５．小山小学校（５２教室）ピーク Ｒ７・８ 

令和 ７年度 １６７１人 県基準５７学級（４９＋８） 

令和 ８年度 １６７４人 県基準５７学級（４９＋８） 

令和 ９年度 １６２８人 県基準５５学級（４８＋７） 

令和１０年度 １５５６人 県基準５３学級（４６＋７） 

令和１１年度 １５１３人 県基準５２学級（４５＋７） 

→対応：６年生を４０人学級とする。 

特別支援学級８学級を３教室（教室を併用することで、３教室で６学級をまかなう。） 

＋プレイルーム２教室で運用する。 

 ※特別支援学級が増加した場合は、プレイルームが１教室空いている。 
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６．おおたかの森小学校（５０教室）ピーク Ｒ６ 

おおたかの森中学校（２３教室）ピーク Ｒ１２以降 

→対応：令和１０・１１・１２年度、小学校の空き教室を使用する。 

     

７．おおぐろの森小学校（３２＋４教室）ピーク Ｒ１１以降 

令和７年度 １０４５人 県基準３８学級（３１＋７） 

令和８年度 １２３６人 県基準４４学級（３６＋８） 

令和９年度 １３４３人 県基準４８学級（３９＋９） 

→対応：令和７・８年度、特別活動教室を使用、及び特支教室を分けて使用する。 

（Ｒ６に多目的室４教室を整備、Ｒ７に地域連携室とアクティブラーニング室を

教室化改修する。） 

令和９年度から増設校舎の運用開始予定。 

 

 

８．市野谷小学校（２７教室）ピーク Ｒ１２以降 

令和 ９年度 ７２１人 県基準２６学級（２３＋３） 

令和１０年度 ７８０人 県基準２８学級（２５＋３） 

令和１１年度 ８３２人 県基準２９学級（２６＋３） 

令和１２年度 ８７９人 県基準２９学級（２６＋３） 

→対応：令和１０年度以降は、特支教室を分けて使用する、または、学童共有をする。 

 

９．南流山第二小学校（２８教室）ピーク Ｒ１２以降 

令和 ７年度 ７８５人 県基準２９学級（２４＋５） 

令和 ８年度 ８１６人 県基準３０学級（２５＋５） 

令和 ９年度 ８７３人 県基準３１学級（２６＋５） 

令和１０年度 ９１７人 県基準３２学級（２７＋５） 

令和１１年度 ９６９人 県基準３４学級（２９＋５） 

令和１２年度 ９９９人 県基準３５学級（３０＋５） 

→対応：令和７・８年度は、特支教室を分けて使用する。（２教室増） 

令和９年度までにドーム部分や特別教室（閲覧室・地域連携室）の改修をする。 

または、学童共有をする。 

 

 

 おおたかの森小 おおたかの森中 

年度 児童数 学級数（県基準） 生徒数 学級数（県基準） 

令和７年度 １４７４人 ４９学級（４４＋５） ５８４人 ２０学級（１７＋３） 

令和８年度 １４６９人 ４９学級（４４＋５） ６１８人 ２０学級（１７＋３） 

令和９年度 １４３３人 ４９学級（４３＋５） ６８６人 ２３学級（２０＋３） 

令和 10年度 １３７０人 ４６学級（４１＋５） ７５７人 ２５学級（２２＋３） 

令和 11年度 １３４７人 ４６学級（４１＋５） ８２０人 ２６学級（２３＋３） 

令和 12年度 １２７９人 ４４学級（３９＋５） ８６３人 ２７学級（２４＋３） 
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１０．南部中学校（２７教室）ピーク Ｒ９ 

令和 ７年度 ７８３人 県基準２７学級（２１＋６） 国基準２６学級（２０＋６） 

令和 ８年度 ７６１人 県基準２６学級（２１＋５） 国基準２５学級（２０＋５） 

令和 ９年度 ７８６人 県基準２８学級（２２＋６） 国基準２７学級（２１＋６） 

令和１０年度 ７５８人 県基準２７学級（２２＋５） 国標準２５学級（２０＋５） 

令和１１年度 ７６４人 県基準２７学級（２２＋５） 国基準２５学級（２０＋５） 

令和１２年度 ７２５人 県基準２７学級（２２＋５） 国基準２６学級（２１＋５） 

→対応：令和９年度は、特別教室を活用または特支教室を分けて使用する。 

 

 

１１．常盤松中学校（１７教室）ピーク Ｒ１２ 

令和 ７年度 ５１４人 県基準１９学級（１５＋４） 国基準１８学級（１４＋４） 

令和 ８年度 ５４６人 県基準２０学級（１６＋４） 国基準１９学級（１５＋４） 

令和 ９年度 ５６３人 県基準２０学級（１６＋４） 国基準１９学級（１５＋５） 

令和１０年度 ５９８人 県基準２１学級（１７＋４） 国標準２０学級（１６＋４） 

令和１１年度 ６４２人 県基準２３学級（１８＋５） 国基準２２学級（１７＋５） 

令和１２年度 ６４１人 県基準２３学級（１８＋５） 国基準２２学級（１７＋５） 

→対応：令和７年度、特支教室を分けて使用、及び特別教室を活用する。 

令和８年度から増設校舎の運用開始予定。 

 

１２．おおぐろの森中学校（３０＋５教室）ピーク Ｒ１２以降 

令和１０年度  ９９７人 県基準３３学級（２８＋５） 国基準３０学級（２５＋５） 

令和１１年度 １０８２人 県基準３５学級（３０＋５） 国基準３２学級（２７＋５） 

※懸念点：令和１１年度に教室不足が生じることも考えられる。次年度以降の推移を探り、

校舎増設の時期を検討していく 


